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1. はじめに 

現在，電線・ケーブルの被覆材料は，6 割が再利用さ

れ，4 割が廃棄されているのが現状である．また，電線・

ケーブルの被覆材料には，主に架橋ポリエチレンが用

いられている．これは，ポリエチレンの分子間に橋か

け（架橋）を行い，網状の分子構造にしたものである，  

そこで，本研究では，電線・ケーブルの被覆材料を

舗装材料として使用し，再利用率を高めるため，チッ

プ状に粉砕した架橋ポリエチレン（以下：PE チップ）

を骨材の一部として用いることを提案した．これによ

り，廃棄されている電線・ケーブルの被覆材料のリサ

イクル先を確保できると考えた． 

しかしながら，PE チップは，高温で溶解するため，

ワーカビリティが大きく低下し，混合物の骨材として

は使用できなかった．そこで，本研究では，PE チップ

の表面を無機粉体で特殊コーティングした，加工 PE チ

ップを用いた．これにより，内側の PE チップは溶解す

るものの，表面を無機粉体で特殊コーティングするこ

とにより，溶出を低減することができ，ワーカビリテ

ィの低下を防ぐことができた． 

したがって，本研究の目的は，加工 PE チップを骨材

の一部として使用したアスファルト混合物（以下：加

工 PE 混合物）について，アスファルト舗装としての適

用性を検証することを目的とした． 

2. 使用材料および配合設計 

本研究では，骨材の一部として加工 PE チップを，バ

インダにストレートアスファルト 60/80 を使用した．そ

して，合成粒度は密粒度アスファルト混合物（13）（以

下：密粒（13））の中央粒度を用い，マーシャル設計法

により配合設計を行った． 

その結果，内側の PE チップが高温で溶解することに

より，混合前と締固め後では，加工 PE チップの体積お

よび比重が変化し，正確な空隙率と飽和度を算出でき

なかった．そのため，最適アスファルト量を決定する

ことができなかった．したがって，As 量はマーシャル

安定度が最大値付近となる 6%に設定した．なお，比較

対象の密粒（13）（混入量が 0%の加工 PE 混合物）の

As 量は，マーシャル設計法により求めた最適 As 量で

ある，5.9%に設定した． 

図-1 加工 PE 混合物のマーシャル安定度
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図-3 加工 PE 混合物の引張強度 
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図-2 加工 PE 混合物の残留安定度 
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3. 混入量の検討 

加工 PE 混合物において，加工 PE チップの混入量の

増大による物理性状の変化を確認するため，加工 PE チ

ップの混入量を 0,10,20,30,40%と振り分け，安定性，耐

水安定性，引張特性に関する名種評価試験を実施した．  

図-1,2,3 に示す，マーシャル安定度試験，水浸マー

シャル安定度試験および間接引張試験の結果より，加

工 PE 混合物は，混入量を増加させると，マーシャル安

定度および引張強度は増加する傾向にあった．この要

因としては，加工 PE チップは，表面を無機粉体で特殊

コーティングしているものの，完全には被覆しておら

ず，少量ではあるが，無機粉体の隙間から PE チップが

溶出したためであると推測される．一方，残留安定度

においては，低下する傾向にあり，混入量が 20%を上

回ると，基準値を下回る結果となった． 

したがって，加工 PE チップは，20%程度までは混入

しても問題がないことが確認された． 

4. 設計配合における物理性状の評価 

 本研究における設計配合は，締固め度が 100±1%を

満たした，混入量が 5%の加工 PE 混合物とした．そし

て，安定性，耐水安定性，引張特性および耐流動性に

関する名種評価試験を実施した．また，比較として，

密粒（13）についても評価を行った． 

図-4,5,6,7 に示す，マーシャル安定度試験，水浸マ

ーシャル安定度試験，間接引張試験およびホイールト

ラッキング試験の結果より，密粒（13）と比較し，設

計配合は，マーシャル安定度，残留安定度および引張

強度は同程度であり，動的安定度は 2 倍以上であった． 

以上より，加工 PE を 5%混入した PE 混合物は，密粒

（13）と比較し，同等の安定性，耐水安定性および引

張特性を有し，2 倍以上の耐流動性を有するといえる．

なお，耐流動性が向上した原因としては，無機粉体の

隙間から PE チップが溶出し，骨材間の隙間を埋め，骨

材同士の結合力が向上したためであると推測される． 

5. まとめ 

以上の検討により，混入量が5%の加工PE混合物は，

密粒（13）と比較し，同等以上の性能を示したといえ

る．したがって，加工 PE チップは，アスファルト舗装

に適用することは十分可能であると考えられる． 
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図-4 マーシャル安定度の比較 
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図-5 残留安定度の比較 
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図-6 引張強度の比較 
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図-7 動的安定度の比較 
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